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研究成果の概要（和文）：　本研究は、歴史的な文字に関する様々な経験知の研究資源化を進め、研究を深化・
発展させることを目的とする。気付きメモ・および観察記録シート、という大きく二つのデータの蓄積と、その
分析を通じて、多様な知見をえることができた。
　特に、通説と異なり、日本古代木簡の文字の多くが楷書ではなく、隷書風の文字も含まれること等を明らかに
した。日本列島の古代文字文化が、中央から画一的に広まったものだけではないことが明らかになりつつある。
また、文字の観察のみならず、文字を書く技術＝「身体運動としての文字文化」への注目の必要が明瞭に認識さ
れた。この新しい視点を得たことも、大きな成果である。
　

研究成果の概要（英文）： In this research, we aim to promote researches of various experiences 
related to historical letters、to deepen and develop research.Through the accumulation of two kinds 
of data, a notice memo and observation record sheet, and its analysis, it was possible to obtain 
various knowledge.
  We clarified that many of the letters of Japanese ancient wooden tablets are notKaisho unlike the 
theory,but also characters of Reisho are included.We revealed that the ancient character culture of 
the Japanese archipelago has not just spread uniformly from the center.Also,we realized that not 
only the observation of letters but also the attention to text writing skills = character culture as
 physical exercise is necessary.

研究分野：日本古代史

キーワード： 日本文字史　日本史学　国語学　木簡学　漢字学

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 歴史資料の文字には、時代や地域・場面な
ど（＝歴史的位置づけ）に対応して、「書き
ぶり」（＝字形・字体）が存在する。これは、
古文書学の概説書でも触れられ、研究者間で
広く共有されている。 
 各研究者や調査機関は、それぞれ経験的・
個別的に、字体・字形と歴史的位置づけの相
関関係に関する知を蓄積している。ただ、こ
の知の蓄積は、必ずしも十分に広く学会や社
会で共有されるには至っていないのではな
いか、と思われる。また、字形・字体と、歴
史的位置付けの総合的な分析には、網羅的な
分析が必要であるが、膨大な歴史資料上の文
字を取り扱うことは、非常に難しい。さらに、
字形・字体分析には、多様な観点を導入して、
客観性を確保することが望まれる。 
 幸い、近年歴史資料文字のデータベースが
相次いで開発・公開された。『木簡画像デー
タベース木簡字典』『墨書土器画像データベ
ース 墨書土器字典』（奈良文化財研究所、以
下、奈文研）、『電子くずし字字典データベー
ス』（東京大学史料編纂所、以下、編纂所）
である。これらのデータベース群によって、
膨大な歴史資料上の文字を、網羅的に分析対
象として研究を進めるインフラが整備され
た。特に、『木簡事典』『電子くずし字字典』
では機関間での連携検索を実現し、機関を 
横断しての積極的な共同研究や研究情報資
源化が模索・構築されつつある点は、特筆さ
れる。 
 また、歴史研究の現場で、画像処理技術や
ＯＣＲ技術を活用する研究も 10 年以上に渉
り進められており、「Mokkanshop」など、多
くの開発成果を上げている。ＯＣＲ技術は文
字字形・字体分析の一つの手法として確立し
つつあり、文字の字形・字体の数値的把握も
可能になりつつある。研究代表者は、奈文研
でのデータベース開発・奈文研と編纂所の連
携検索開発・ＯＣＲ技術活用研究に、それぞ
れ参画した。こうした研究を通じ、ノウハウ
と人脈を蓄積するとともに、情報学を援用し
た手法や機関間連携の強化による研究促進
の可能性を、強く感じた。 
  
２．研究の目的 
 本研究では、研究インフラ整備・ＯＣＲ技
術の進歩・共同研究の機運の高まり・拠点的
研究機関の相互連携の実績等に基づき、以下
を目的とした。 
（１）文字字形・字体に関する経験知・暗黙
知の集積を研究資源化 
 従来、文字字形・字体に関する経験知・暗
黙知は、研究者の個人や研究機関ごとの情報
蓄積に属することが多かった。これらの知を
集積して研究資源化し、共有・社会発信をは
かる。 
（２）文字字形・字体に関する経験知の多角
的分析による研究加速 
 上記により集めた知を、情報学等の手法も

含めた多角的分析を行うことで研究を加速
させ、新たな知を生み出す。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、広く文字に関する経験知を収
集して研究資源化し、分析・検討することを
目指すため、まず文字に関する経験知の収集。
蓄積方法＝字形経験知のデータ化方法の確
立が重要な課題となる。 
 研究者の字形・字体経験知の多くは、主観
的・感覚的表現で把握される。また、経験知
の表出は、論文等の中で触れられる場合以外
に、調査・研究中の「気付き」として特に記
録されることなく個人や研究グループ内に
蓄積されていることも多い。 
 こうした情況に鑑みて、Ａ統一的な用語・
基準（若干の曖昧さは残る）に基づいて文字
の特徴を収集する手法＝「観察記録シート」
と、Ｂ研究者の多様な気付きを自由記述で収
集する手法＝「気付きメモ」の二つの手法で
文字に関する経験知を収集することとした。 
 Ａ「観察記録シート」が、有効な文字観察
情報・経験知の蓄積方法となるためには、そ
こで求められる観察視点や用語といったフ
ォーマットが重要となる。詳細すぎたり、判
断基準が難しいフォーマットの場合、多くの
作業者の参加を得にくかったり、作業者の作
業速度の低下に繋がる。項目数を絞り込んだ、
かつ判断しやすいフォーマットの作成が本
研究の重要な鍵となる。また、このフォーマ
ットは、木簡に限らず、様々な歴史的文字の
観察にも利用できるものを選定し、歴史的文
字を一つの基準で分析するための重要なツ
ールとすることを目指した。 
 また、Ｂ「気付きメモ」については、ａ論
文中等で言及されている内容をピックアッ
プして整理する方法と、ｂ整理や釈読の作業
を実際に行うなかでの気付きのメモ収集す
る、という二つの方向から情報の蓄積を行っ
た。これによって様々な先行研究中に分散し
て存在していた文字に関する経験知を集約
することができる一方、調査現場で次々に生
み出されては消えている知を拾い出し、集積
することを目指した。 
 上記二つの手法で集積したデータを、それ
らに紐付けられたメタ情報（地域・時代、筆
者の属性等）を用いながら、既往の研究で「感
覚的」に指摘されている内容と照合しての再
検討や、新規の整理に基づく検討、あるいは
自然言語を利用した分析などを行う。 
 なお、当初計画では集積したデータのデー
タベース公開を目指したが、データの格納を
予定していた「木簡画像データベース・木簡
字典」のリニューアルが行われてデータの格
納が困難であったこと、また特にデータ分析
で予想以上に新たな発見が相次いだため、分
析およびその成果の公表に力点を移したた
め、データベース型式による公開は行ってい
ない。 
 



４．研究成果 
 Ａａ先行研究整理メモ、Ａｂ気付きメモ、
ｃ観察記録シート、という大きく二つのデー
タの蓄積と、その分析、さらにはこれらの作
成過程における検討・議論を通じて、多様な
知見をえることができた。 
（１） 気付きメモの集積と分析 
 Ａａ先行研究
整理メモは、こ
れまでの研究で
言及されている、
木簡の文字に関
する知識を抽出
し、集積したも
のである。 Ａ
ｂ気付きメモは、
木簡の整理作業
者・釈読者等、
木簡に関わるあ
らゆる人に、何
らかの「気づい
たこと」を自由
に書き込んでも
らうものである。
今回の研究期間
中にあわせて約
3500 件を蓄積した。そして、これらのデータ
について、「SECI モデル」に基づく分析等を
通じて、文字観察者が注目している視点や、
そこに与えられている表現の特徴の抽出作
業を試みた。 
 Ａａ先行研究整理メモの分析では、例えば
既往の研究での用語の分析から、木簡研究者
が文字を見る際に注目しているポイントを
探すこともできた（上表）。形状よりも、墨
の濃淡に関する記載が多いことが注目され
る。 
 またＡｂ気付きメモの分析からは、木簡の
整理作業工程毎に注目点が顕著に変化して
いる状況を具体的に把握することができ、各
作業工程においてより一層留意すべき内容
が見えてきた（下図）。 

（２） 観察記録シートの策定と集積・分析 
 観察記録シートは、歴史的文字観察のため
のフォーマットである。フォーマットは以下
のもので、観察者が各文字に対し、 
 
・書体 
  （楷書・行書・草書・隷書） 
・筆鋒 
  （直筆・側筆） 
・横画の傾き 
  （右肩上がり・標準的・右肩下がり） 
・主要画の長さ 
  （縦画・横画・左払い・右払い） 
 
の 4項目の規定に基づく評価と、何らかの気
付きがあればそれを自由に書き込む。本研究
ではこの観察記録シートのフォーマットを
検討し、判断基準も確定した上で、約 21000
文字分を蓄積した。 
 観察記録シートの蓄積を用いた木簡文字
の研究としては、特有の異体字・崩し方が、
特有の地域に偏る現象を幾つか見いだし、文
字文化の展開状況を数値的に把握する端緒
をえることができた。 

 例えば、飛鳥時代と奈良時代の文字の傾
向を比較した（前グラフ・図）。従来、「経験
的」に知られていたり、「経験的」な表現に
よっていた文字の時代による変遷・特徴を、
数値的に把握することに成功した。 
 さらに、地域によって用いられる文字の形
に違いのある事例として、「魚」字のれっか
の書きぶりがあげられる（下表）。 
贄を出す三河三島で、横棒のみで記す事例が



突出する。三河三島の贄木簡は著名なもので
あるが、こうした点はこれまで見落とされて
きた特徴である。 

 また、楷書が主体と考えられていた日本古
代木簡の文字のほとんどが楷書ということ
が出来ないのみならず、隷書風の文字が含ま
れている等（上図）「書体のアマルガム」と
でも言うべき状態であることが明らかにな
ってきた。また、漢代中国西域で特徴的に見
られる字形が、古代日本の近江でのみ見られ
ることも発見された。これらによって、日本
列島の古代文字文化が、中央から画一的に広
まったものではなく、幾つかの伝来・伝承の
ルートが存在することを明らかにした。この
点は余りに予想外の成果である。 
 今後、日本列島での文字の普及と習得、伝
承といった点を考える上で、極めて重要な新
知見である。 
 さらに、近世文書の文字も観察記録シート
によるデータ作成と分析を行い、筆者別・あ
るいは場面別の文字の様相の違いを数値と
して把握することに成功した。本研究の手法
が、古代日本における文字文化を考える上で
大きな新知見をもたらしたと同時に、その後
の近世に至る文字の分析においても有効で
あることが証明できたと考える。 
 こうした観察記録シートの蓄積の過程に
おいて、文字の観察のみならずその文字を書
く技術についても検討の必要があると考え
られた。これまで、「文字のかきぶり」とい
うことばはあくまでの書かれた文字を見た
観察結果とでも言うべきものであったが、今
回、「書かれた文字」ではなく「文字を書く
行為」、つまり「身体運動としての文字文化」
に対しても注目する必要があることが明瞭
に認識された。この新しい視点を得たことも、
当初計画では予想していなかった大きな成
果である。 
 そして中世日本における筆の持ち方につ
いての復原的検討を行った。現在とは大きく
ことなる筆の持ち方を確認し、また筆記用具
の特性についても分析に取りかかることが
出来た。 
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